★この 作品は フイ クシ ヨンです。 実在の 人物. 団体. 事件な どには、 
いっさい 関係ありません。 デジタル 配信 用に 再編 集を 行って います。 
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[—過去/ 現在// そして •••セん ム# 

r セルの sli で、 ますます さ 翁 する テレビ シリーズ/ 
ここでは セル ゲームまでの 戦いを、 ト ランクスの 
u 通 去 •現在 •耒柒 〃にわけ て 
如 i えた 8 ぃの 

ノ. ••ン ，方： ••  A 軌跡が バッチ リ わかる せ •欲 


\H-!? 


ト ランクスの 
油らない 人造 人 I 

条 M にはい ない ドクター •ゲ ロ。 が、 歴史が ズ 
レた せし 、か、 現在では 自分を 改 ii して 20 号に なっ 
ていた/ しかも 彼の 死後、 C が セルを 造り あ 
げたた め、 トランクスは 彼らを 知らなかった の だ 0 


る 111 

WRm  ^ 


* 方を 奋る だめに 箱と 鼬 答し だピ〉 ンコ ロ/ 
しづし t^u 乂二 n 以上の 強さを fe るツ .ゲ 

驗赵 の遍义 〃をめ ざして 造 5 れだ セル。 
格箜の 翮艟 も痦 ち， かめは めか も 港ぅ ガ 
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: — !• ランクス。 物心つ いた 頃には、 ベジ— 夕父さ んは 、もうこの 世に いなかつた…。 

顔 も 6 らない 父さんの イ メ—ジ といえば、 いつも g ろ势 ばかりだった。 そんな ォレが W 親 
の & たな 4 来の ため、 過去の！ 一敗へ 行く。 そしてべ ジ —夕％ さんに f* つ… // 

こどく  み  らいせん  し 

の^ 4 戦士 // : 


ブロロ— グ 

〈精神と 時の 部屋〉 の 扉が、 音 もな く 
■ぃた 。 

ベジ— 夕 父さんは、 きっと 待ち かねて 
いたのだろう、 弾かれる ように 立ち上が 
ると、 扉へ 向かつ て 歩き はじめた。 途中 
すれ違っ た ピッコロさん には 目 も くれ 
ず、 まつす ぐ 扉の 向こうを 見つめて —— 。 

オレ はまる で 呪縛に でも かかっ たかの 
ように、 いつまでも 父さんの 背中を 見 続 
けて -V,' た。 そして ふいに 追い かけたい— 
動に 駆られた。 父さんが 扉に 入っ たら最 
後、 あの 果てしない 空間の 中に 消えて し 
まう のでは ないか 。そんな 気がした の だ。 

扉が -® ひ 音 もな く！ i まった 。 

振り返れば、 オレ はいつ も 父さんの 背 
中 ばかり 追い かけて きたよう に 思う。 

オ レが まだ 幼かった 頃から ずっ と： *0 

父さんの ことが 知りたい 

物心つ いた 時、 すでに ベジ— 夕 父さん 
は 死んで いた。 


ピツ n  口 さんや クリ リンさん たちと 同 
じように、 ド クタ！ ゲロの 造つ た 人造 
人間 17 号 * 18 号と 翮ぃ 、敗れた の だ。 

オ レは、 父さんの 顔 さえ 知らな かつた。 
家には 父さんの 1 が I 枚 もなかつ たか 
ら；^ それ 誤め からない のか、 カプセル. 
n— ポ レ— ショ ンが 17 号たち に襲擊 され 
た 時に 焼けて しまつた のかは わからない。 

何度か ブルマ 母さんに 父さんの ことを 
きいて みようと 思つ たけれ ど、 男らしく 
ないような 気がして きけな かつた。 

ス 幼かった ォレ がそう 思う 程に、 素で 
M は 人の 死な ど 当 •/:: り 前の ことにな つてい 
■フ たの だ。 誰もが 悲しみを 心の奥底に 閉じ 
■込め、 わざわざ 言葉に だして それを 引き 
し士 ずり だ 裏 裕 はもつ ていな かつた 0 

1 戦 

ある 日オ レは、 母さんに 連れられて 悟 
< » 飯さん の 家に 行った 0 
こ 孤 部屋の あちこちに 飾られた 悟飯さん と 


一ご闕 船の^を ルた 途端、 ォ レは 急に 寂 
| しくな つた。 なのに、 オ レは その 中の I 
一枚の 1 から 目を そらす ことができない 
I でぃた 。 

それは、 悟飯さん の お父さんの f だ 
った。 孫： •赁 H さんの …… 。 

その 人の 持つ^: な サィ ヤ 人の 匂い、 
そして 父親の 句い に 魅 かれた のか もしれ 
ない。 だっ て それは、 オレの 父さん も 持 
っていた にちがいない もの だから だ。 

その 時、 ガ …ピィ …… といぅ 塗！ T か 聞 
こえて きた。 悟飯さん が ラジオの 周波数 
を 合わせて いたの だ。  . 

テレビ局 も ラジオ 局 も 17 号たち に破壤 
され、 _ 放送の 『人造人間 SESfj だけ 
が、 オ レたち の 唯一の 違 源だった。 

「どうした、 トランクス？ •今日はず い 
ぶん おとなしい んだ な」 

いつまでも f を 見て いる オ レに 琴 つ 
いて、 悟飯さん が 声をかけて くれた。 


「この 人、 悟飯さん の お父さんで しょ？.」 

「ああ、 そうだ j 

オ レは 悟飯さん と 一緒に、 もう 一度 写 
真に 目をやっ た。 

1 しい 笑みを 母 かべた その 人は、 ブル 
マ 母さんが 前に 言っ ていたよう な 『すご 
く 強い 人』 には 見えな かった。 

「強かった って ホン ト？ •」 

「ああ…」 

「悟飯さん より？ •」 

r ああ」 

オ レは その 時、 悟飯さん より 強い 人が 
いるなん て 信じられな かつた し、 信じな 
かった。 

だって、 悟飯さん はたっ た ひとりで 人 
造 人間たち に 立ち向かい、 闊い 続けて い 
たの だ。！ 85 から 頰に かけて 走った 傷 も、 

17 号との 闞い でで きたの だとい う。 オレ 
は その 傷を カツコい い® 章 だと 思い、 悟 
飯さん^# 敬して いた。 

二ん な ことガ できる 人は、 地球 じゅう 
を 捜した って 他に いる わけがない。 たと 
えそれ が 悟飯さん の お父さんで も、 だ。 

サィ ヤ 人の 王子だった という オ レの 父 さ 一 


んだ って、 17 号たち には 敗れて しまった 
の だから。 

その MHuK のせい か、 オレ はむしょう に、 
ベジ— 夕 父さんの ことが 細りた くな つた。 
一体、 どんな 人だった のだろう：**- 

ブルマ _さん の 思い出 

その 夜 遅く、 オ レは 悩んだ 末に ベッド 
を 抜け S し、 母さんの いる 研究室へ 行っ 
てみ た。 

ブルマ 母さんは オ レが 入っ ていっ たこ 

とに も 気づかず 、一心不乱に タィム マシ 

ンの^ 品に 取り組ん でい *. 

シンが 完成したら オ レを 過去に？ 

飯さん の お父さんに 心臓病 *. 

すつ もりな の だ。 

くん さえ あの 時、 A 臓 病で 死んで な 

かったら、 こんな 世の中には なって いな 

かった と 思う の…」 

m さんは タィムマシンの 研究に 取り か 

かつた isr オレ にそう 話して くれた。 

でも g さん、 その 時オ レが 知りた かつ 
たのは、 悟飯さん の お父さんの ことでは 
なく、 オ レの 父さんの こと だつ たんだよ。 


-いた 。タイム マ 

- 過去に 送り、 嗝 

I 病を 治す 薬を 渡 


ふいに オ レは、 母さんの 背中に 声を か 
けた。 

「 •m さん、 父さんっ て どんな 人だった？ IJ 
m さんは ちょっ とびっく りした みたい 
だっ たけれ ど、 すぐに 瞳を チ カツと きら 
めかせ、 微笑んだ。 ォ レの 大好きな 笑顔 
だ。 17 号たちが毎日のょぅに破售と殺戮 
をく り 返して いる +? で、 その 笑顔を 見た 
のは 本当に ひさしぶり だっ た。 

「死んだ お父さん？  - ん 、強くて 

联 しくて、 狐 独で …… それに、 いろいろ 
悪い ことを したわね.： 今頃 地獄に いるの 
はまちが いない わ」 

「でも、 いいと ころも あったの ょ。 プラ 
イドが 高くて ハツ キリと した 優し さを 見 
せる 人 じ やな かった けど… わたしに はわ 
かるの…」 

孤独と か プライド とか、 その 頃の オレ 
にはよ くわから なかつ たけれ ど、 母さん 
は 父さんの ことが 好きだつ たんだな つて 
こと だけは わかつ た。 


てる、 でしよ？. そうね ぇ . 」 

母さんに じつと 見つめられて、 オ レは 
ちよつ と 照れて しまつた。 

「うん、 確かに 似て る わ。 特に 雰囲気と 
か …… 目つ きの 悪い ところなん かそつ く 
りね。 でも 安心しなさい、 あんた の 方が 
ずつ と ハンサムよ 」 

別にそう いう 心配を して 聞いた わけ じ 
やな かつたん だけど… ま、 いい か、 少しで 
も ベジ— 夕 父さんの ことが わかつ たんだ 
から。 オレ はそう 思い、 しばらく 作業を 
続ける 母さんを 見 続けて いた。 

ダ— ク グリ— ン のつな ぎに、 無造作に 
束ねた 長い 髪。 機械 オイルに まみれて は 
いても、 e?; さんは 十分に 美し かつた 。あ 
の 顔と 細い 身体の いつたい どこに あんな 
パ ワ—が あるの か 不思議な くらいだ。 

一度、 オ レは 母さんが 大の 男を ひとり 
钱 け 飛ばした のを 見た ことがあつ た。 

男は 『人造人間 防御 ス—ツ 』 とは 名 ば 
分りの 悪趣味な 服に 身を 包んだ 成金で、 
i さんに タイムマシン 研究の 資金 援助を 
申しで てきた の だ。 


■  話を 逆め るう ち、 男の 本 4 が、 ただ 自分 
■自身が 助かり :/ i いだけ だと わかっ た 時、 
■母さんの IT— りに カッと 燃え上がっ た。 
けれども 男は まるで 気づかず、 いやら 

■しい 目つ きで 母さんを 眺め、 こう 11 iio った。 
「どう だね、 ブルマさん。 わたしと 手を 
組み、 一緒に タイムマシンで 過去 か_ 
•*' 、 ともかく 人造人間の いないと ころへ 
行こう じ やない か。 金なら 掃いて 捨てる 
■ほど ある。 あんた に 不自由は させない が 

その i rBIr s; は® を！ i い、 m ガラスを 务 
1 つて 外へ 飛び だしていた。 きっと ヤ 

ツは屬 く 間もなく 地面に たたきつけられ 

たに^ i いない。 

?7 -| タイムマシン はね、 あんた のよう なク 

% ズ のた めじ やなく、 他の みんなの 素の 

■ つため につく ろうとし てるのよ つ。 それ か 

d らもう ひとつ、 あんた、 しよ— もない パ 

AI & 力みたい だから 教えて あげる けど、 ムフの 

世の中 必要な のは お金 じ やない わ、 これ 

み 未よ これ」 

I- < }te 細い けれど 鹿え られた 筋肉質の 腕を 見 

•■孤せ、 m さんは 11 ず い嫩 つた 0 


「人造人間には 無理で もね、 あんた のよ 
うなせ こい BN： 兄には 結構 役に たつ わよ。 


サイ ヤ 人の 王子で、 ともかく 強くて 厳 
しい 人 …… 0 

オ レは^? つ；^ ことのない 父さんに、 憧 
れと 畏怖と を 同時に 抱いた。 そして その 
頃から、 父さんは オ レの 目標に なつた。 

目を 閉じる と 浮かぶ 父さんの 姿は、 想 
像で しかない が、 なぜかい つも 後ろ姿 だ 
つた。 どんな 時で もす つくと 仔み、 決し 
て 後ろを 振り返らない。 ひたすら 強くな 
る こと だけを 望んで 前へ 前へ と 進む 父 さ 


キミは 最後の 希望 だ… // : 

それから 、何年 かが 過ぎた。 

オレは 、とぅしても 人造人間たち を 1;; 
したくて、 毎日 悟飯さん に 修業を つけて 
もらつ ていた。 

修業の さなか も、 オ レの 目標は 常に 脳 
裏に 浮かぶ ベジ— 夕 父さん だっ た。 父 さ 
んに 追いつき 追い越し、 背中では なく 顔 
を 見る ことができた 時、 きつと 17 号たち 
を 倒す ことができる 。そんな 麗 のない 
ことを、 オ レは 心の どこかで 信じて いた 
の だ。 この 考えを ある 日、 悟飯さん にだ 
け そつとう ち あけた。 悟飯さん はオ レの 
思つ た 通り、 笑つ たりせ 剣に 話を 聞 


岩山の 上から、 
した 都を 見 おろ. 


「だけど、 追いつく どころ か 逆に どん ど 
ん 父さんに 取り残されて いくみたい で…」 
その 頃オ レは、 どうしても 起 サイ ヤ人 
になる ことができない 自分が もどかしく、 


「だ％ k、 

流れて V 


キミには ベジ— 4 JN さんの 血が 
.  >ん だ。 そのぅち 必ず 起 サイ ヤ 
人に なれる さ、 笼対 にな / 」 

悟飯さん は 笑顔で 励まして くれた。 
r でもよ くわ かるよ、 キミの 気持ち…」 
「え？」 

「オレ も、 オ レの 父さんの ように 強くな 


その i はずい ぶ％ 古い デザィン m 
の だつ たけれ ど、 

っていた。 

-J 孫… 悟空さん だつ たょね。 母さんが ね、 
悟飯さん がその？！ てると、 悟空さん 
に そつく りで いつも ビック リす るつ て |_ 
■3 ハ 7 |の方はなかなかそつくリつてわ 
けには いかない けどな… ははは は…」 
大声で 笑いながら も、 遠くを 見つめる 
悟飯さん の 目は IIV かすぎ るく らい 澄んで 
いて、 オ レは なんだか 悲しくな つた。 

それからの 出 i は、 忘れよう にも 忘 
れられ ない。 胸の 奥に 熱い 焼き印を押さ 
れた かの ように、 決して 消える ことが な 
いの だ。 時を 経た 今でも、 それは 時折 痛 


—— 爆発が起こつ上〇 

森 音と 共に 辺り 一帯が 凄まじい 閃光に 
包まれ、 それが 消えない うちに、 あち こ 
ちから 爆 煙が あがつ た。 

人造人間 たちが！ 1 び 都を 襲つ てきた の 
だ。 

「く、 くそ： *o も'  もう 許せない…」 

悟飯さん は 全身から 黄金色の 気を 燃え 
たたせ、 起 サイ ヤ 人に 変身した。 

「トランクス、 キミは ここにい るんだ、 
ぃぃな // J 

「イヤ だ。 悟飯さん がいくん なら ポク も 
いくツ // 」 

必死に 叫んだ けれど、 悟飯さん の 答え 
は、 オ レの 首に 振り おろされた 手刀 だつ 
た。 

薄れて いく 意識の 中で、 オ レは 悟飯 さ 
んの 声を 聞いた ような 気がした。 

『トランクス、 キミは 最後の 希望 だ…』 

オ レが 気付いた 時には、 すべてが 終わ 
つてぃた 0  t 

血の 海に 横たわつ た 悟飯さん の 亡骸を 


I 人間 I  -C 殺された みんなの カ タキを 討つ』 
は、 _ に ヤツら の パ ワ—を 上回つ て¬ 
なければ ならない。  その 確信がない ぅち 
'無駄死に する だけ だと わかつ 

I ていた からだ。 

_ には 17 号たち に 襲われる 人々 の 
鳴が こだまして いたが、 オ レは 必死 1- 
る 心を 抑えつ け、 修業に 専念した。 

強くな りた かつた。 強くな つて、 強く： 
つて、 強くなる ことし か # 1; えられな かつた ハ 


不思議な ことに、 ひとりで 修業を 始め 
た 頃から、 に 浮かぶ 父さんとの 距離 
■が グン、 と 縮まつ たような 気がした。 

^ オ レの やり方が 間違つ 
i の 証し と 受け止めた。 


オ レは それを、 

■てはいな p ことの！ j 

ス  ブルマ 母さんは というと、 あくまで 夕 
^ イム マシンが 完成したら、 オ レを 過去に 
ラ 送る つもりだった よう だ。 

//h . しかし オ レは 密かに、 ひとりで 17 号た 
し士 ちを 倒す 決心を していた。 

11 * ■これなら もぅだ 丈 ぎろぅ…」 

み 未 そう 思える ようになる までに 3 年 かか 


に やられた。 生きて 戻れた のは 奇跡で し 
かなかった。 

病院 功 ベッドで 意識を 取り戻した 時、 
ブルマ 母さんは 怒った顔で ォ レを 睨みつ 
けて いた。 

r …った く、 そう やって 何でも ひとりで 
闊 おうとす るし ょ— もない ところまで、 
父さんと ソツ タリ だ わ // :」 

そして I 粒、 涙を 流した。 どんな 時で 
も 強く、 たくましく、 男 さえ 軽々 と 投げ 
飛ばす あの 母さんが…。 

オ レは ケガが 治りし だいす ぐ、 タイム 
マシンに 乗る 決意を 固めた。 

目標は 20 年 前の 通 去。 目的は、 孫 悟空 
さんに ¥ 渡して 生きの びても らう こと 
だ 0 

出発 前、 オレ はこの 旅の 成功を 願い、 
タイムマシンに 『HOPE // J と 印した。 
悟飯さん の 言葉… 「最後の 希望… j の… 


母さんの 力強い 言葉を 背に 受け、 オレ 
は タイムマシンに 乗り込んだ。 

父さんと… 緊張の i 対面 

事は 初めから 計画した 通りには 運ばな 
かった 〇ォ レが 早まって フリ— ザ 親子を 
倒した ばかりに、 悟空さん にだけ 会う は 
ず だつ た！ fHW がくる つてし まつた の だ。 

歴史を 変ぇて しまつた のでは ないかと 
いう 心配は あつたが、 オレ にと っては う 
れ しい 誤算で も あった。 

なんてった って、 ベジ— 夕 父さんに 1 J 
ぇたの だから。 

，悟空さん のポッ ドが 到着す るのを 待つ 
間、 オ レの f はどうしても 父さんの 方 
に 向いて しまい 困つ た。 

初めて 会っ た 父さんは、 母さんの 言っ 
た 通り 強く、 プライドが 高く' 厳しく、 
寂しそう な 人 だつ た。 そして 驚いた こと 
に、 後ろ姿は オ レの f していた 父さん 
とソッ クリだ つた。 

「なにを さつきから ジロ ジロ 見て やが る 
んだ 。きさまが もし ホン トに サイ ヤ 人な 
ら 、オ レなん かめず らしくな いだろ」  ： 


突然 ベジ— 夕 父さんに 言われた 時は ド 
キツ とした 0 

『あなたが オ レの 父さん だから…」 
思わず 喉まで 出か かつた 言葉を おさ 
え、 ただ 「すいません…- とだけ 謝つ た。 
それにしても、 不思議な 気持ち だつ た 0 
ハ ,. XI さんは 生きて いるし、 ブルマ 母さん 
は 若い し、 悟飯さん はオ レより 子供 だし 

. それに、 母さん やクリ リンさん たち 

がみん なで ワイ ワイ 話して いる 様子は、 
まるで 家族の よう だつ た。 

オ レには すべてが S だつ た。 
気がつく と、 オ レは _んで いた。 そ 
して、 微笑んで る 自分に 驚いた 0 
3 年 前'  悟飯さん ガ 人造人間に 殺され 
た 時から、 オ レは 一度 も 笑つ たこと がな 
かつた からだ。 

ブルマ 母さんは そんな オ レを 心配して、 
よく ジ ml クを 11 jin つては 笑わそうと した。 
オ レは なんとか 笑おうと した けれど、 無 
理だ つた。 施に 弾丸を 擊ち 込まれた よう 
な 悲しみを 抱えて いる 者は、 笑う ことは 
できない。 そう 悟る しかな かつた。 オレ 
はもう、 二度と 笑えないだろう、 と 思つ 


ていた。 

なのに オ レは、 _んで いた。 

通 去は なんて 素晴らし いのだろぅ。 
青空の 下で 堂々 と 友人たち と 語り合え 
る 世界。 この 世界を オレ のい のよ 
うには したくない。 そう 強く 願つ た。 

初めて 会った 悟空さん は、 オ レの 思つ 
ていた 以上に 強く、 i もしい 戦士 だつ た。 
-1 この 人なら もしかして、 41^を 変えら 


再” び やつて きた 時、 過去：^ ォ レの 知っ 
ている 過去とは 様々 な 点で 違つ ていた。 

■1®-- 空さん ゲ心臟 病になる 時^ i つたし、 
人造人間 も 17 号、 18 号 だけではなかった。 
そのぅえ パ 7 I も、 オ レの 知つ ている ヤ 
ツら をはる かに 上回つ ていた。 

歴史が 変わつ てし まつた のは オレ のせ 
いなの か、 あるいは オレ のいた 謙より 
さらに 先の i から やつて きた 化け物 • 
セルの せいな のかは わからない。 

ともかく、 オレ にで きる ことは みんな 


と I 緒に關 うこと だけ だつ た。  一 
ベジ— 夕 父さんとの 二度目の 出会いは 
最悪 だつ た。 ブルマ 母さんと 赤ん坊の 才 
レが ド クタ— •ゲ ロに 殺されそう になつ 
た 時、 父さんは そばに いながら、 助けょ 
うと もしな かつた の だ。 

ォ レが 助けなければ、 5ii 実に ふたりと 
も 死んで いただろう。 頭に カツと 血が の 
ぼつた。 奥さんと 子供を なぜ 助けな かつ 
たの か、 と 父さんに#- S め 寄つ た。 

「くだらん… オレ はそんな ことに 興味が 


■夕 父さんは 冷たい 笑み すら 浮か 

$ 


ベジ— 夕父 
ベ'  答ぇた 0 

そしてす ぐに、 ド クタ—  •ゲ ロの TTrl 
所を 目 ざし 飛び立って いつた。 17 号 1 
が 目覚める 前に 破壊して しまおぅ といぅ 
みんなの 意見を 無視し、 人造人間と 闊ぅ 
ために。 

ォ レが 幼い 頃から 憧れ、 目標と してい 
た 父さんが… いつも 必死に 追い かけて い 
た あの 1 さんの 後ろ姿が… 目の前で 木 端 
I に 砕け散っ た。 

その 時、 母さんの 声が！ mK にくり 返し 
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けにはいかなかつ -^: 。オレはもどかしい 
思いで、 父さんの ^ えを 変えよぅと 獎 叩 
に 努めた 0 

しかし、 無理 だつ た。 

「ふん… 相手が 強いと なれば、 ますます 
闘いた くなる のが 《紙傑 の サイヤ^ 6 だ」 
それが、 父さんの 答えだった。 


《i s? の サイ ヤ 人》 . 1? : 

父さんは 確かに あの 時、 沐 


そぅ 言った 0 

相手が 強いと なれば、 ますます 間いた く 
なる のが 《歡 の サイ ヤ 人》 だ'  と…。 
あれは オ レに 向かつ て ^ けられた 言葉 
父さんは オ レが 純粋の 


〇 だとす ると、 
イヤ 人では な. 


なる。 


わかって いたの だ、 あの 時す でに。 才 
レが 父さんの 息子 だ、 と…。 知つ ていた 
から、 母さんた ちを 助けな かつた の だ。 


オ レが 助ける にちがいない、 と 見越して 
いたから。 

これは、 オ レが 父さんを 真の 7 JU だと 
思いたくない ための、 都合の いい 解釈 だ 
ろぅか？ いや、 だとしても 構わない。 
オレガ もし あの 場に いなかつたら、 父 さ 
I は 母さんを 助けた かもしれ ない。 その 
可能性が わずかで も あるなら、 オ レは そ 
れを 信じよう 〇  _ の 母さん もき つと 同 
じように 考える だろう。 


も、 ダメな ヤツ だ、 オ レは…。 
■夕父 さんに I 歩 先を 行かれ 


ている 0 

セルの 1 J 在を％ っ^ も そ ^ だつ た 0 


セルが n 号と 18 号を 吸収して 凄まじい パ 
ワ—を 得よぅと している ことを 邮 つた 父 
さんは、 すかさず 叫んだ。 _ 


「起 サイ ヤ 人を さらに 起え て やる/と。 3 
オ レは その 言葉に ショックを 受けた。 

'イヤ 人を 起え ょ， 


正直 言って、 起サ s . . 

どとは ^ え ,/ = こと もなかつ たの だ 0 
ホン ト a® サイ ヤ 人を 超えられるなら、 
オレも …… 〇 


あんい  L«l  た© 

オレも …… 。そ* rW に 修業を 頼んだ 
オ レを 父さんが 拒否した の も 無 , II1- はない。 
3 日間と い <-5 もの、 オ レは 岩の 上に 佇 


む 父さんの 背中を 見つめ 続けた。 その後 
幼い Iti 思い描いた 父さんの 姿 そ 


ろ銳 は、 1 


の ものだった。 

あの 背中に 追いつ 
堂々 と 正面から 向か 


j いつきたい 。追いついて、 
1 面から 向かい合いたい。 

オ レは 再 -tK そぅ 決心して いた。 

しかし、 今 だに その 願いは 達せられて 
いない。 

<精 神と 時の 部屋〉 で 共に 一年間 過ご 
した 時 も、 父さんは オレ のこと など まる 
で 相手に していな かった。 

それな のに、 オ レは 父さんの パ ワ—を 
起え たと 勝手に 思い あガつ ていた。 父 さ 
んで さえ 倒せな かつた 完全 体の- 
オ レなら ^ I ず 倒せる、 か 


i 体の セルを、 
一 と 信じて い. 


パ ワ—に 頼つ た 変身を すれば、 スピ— ド 
が 殺されて しまう。 ベジ— 夕 父さんは そ 
れが わかつ ていたから こ あえて 変身 
をし なかつ た 0 

だが、 バカな オ レは 変身し、 セルに 敗 
れた 。そのうえ、 その セルに 誤りを 指摘 
された の だから、 とんだ お笑いぐ さ だ。 

エピ ロ— ク 

ベジ— 夕 父さんが 〈精神と 時の 部屋〉 に 
入つ てから、 20 時間が 過ぎようと している。 

もうす ぐ、 父さんは 戻つ てく る。 父 さ 
ん のこと だから、 きつと セルを 倒す 自信 
に 満ち あふれて いる ことだろう 。また 才 
レは I 歩リ— ドされ てし まう わけ だ。 

だが、 いつかき つと、 父さんに 追いつ 
いてみ せる/父さんの 最終 目標が 悟空 
さんなら、 オ レの 目標は 父さん だ // 

ォ レが 父さんの 顔を 真正面から 見つ 
め、 父さんが オ レを 見返して : < れる その 
時 こそ、 ォ レの 幼い 頃からの 願いが かな 
えら A る 時な の だ。 たとえ、 それが 親と 
子の 鬪 いの 場で あつたと しても …… 〇 

扉が、- Hi もな く ゆつ くりと 開いた。  ^ 
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